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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の誘導型電気アクチュエータ用の駆動装置であって、それぞれ前記誘導型電気アク
チュエータを通って流れる電流を調整するために選択的に制御されるスイッチング手段を
含んでいる複数の駆動回路を備えている電力回路と、前記電力回路の各駆動回路の動作を
制御する制御回路とを具備している複数の誘導型電気アクチュエータ用の駆動装置におい
て、
　前記制御回路は、それぞれが前記複数の駆動回路の関連した１つの駆動回路の前記スイ
ッチング手段を制御する複数の制御モジュールを具備し、
　前記各制御モジュールは、
　　それぞれが前記駆動回路に対する同じ動作パラメータを記憶する少なくとも２つの記
憶領域を有するメモリ手段と、
　　動作パラメータに対する読出し手段および書込み手段と、
　　前記少なくとも２つの記憶領域の一方の記憶領域への書込み手段のアクセスを規定す
ると同時に前記記憶領域の他方の記憶領域への前記読出し手段のアクセスを規定して前記
記憶領域への前記書込み手段と前記読出し手段のアクセス権をスワップするために前記読
出し手段および前記書込み手段と動作パラメータに対して協同するポインタ手段とを具備
していることを特徴とする駆動装置。
【請求項２】
　前記ポインタ手段は、前記書込み手段が前記記憶領域の１つにおける前記動作パラメー
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タの更新を終了したときに前記記憶領域へのアクセス権のスワップを行うことが可能であ
ることを特徴とする請求項１記載の駆動装置。
【請求項３】
　前記誘導型電気アクチュエータは電気インジェクタであり、前記ポインタ手段は、各電
気インジェクタの新しい付勢作用ごとにアクセス権の前記スワップを行うことが可能であ
ることを特徴とする請求項１または２記載の駆動装置。
【請求項４】
　前記制御モジュールはそれぞれ、前記制御モジュールの動作状態を示す状態信号（ＳＦ
ＬＡＧ）を供給し、前記制御回路は、前記制御モジュールを互いに同期させることのでき
る共通の同期信号（ＳＳＩＮＣ）を発生するために前記状態信号（ＳＦＬＡＧ）を受取っ
て処理することのできる同期手段を備えていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれ
か１項記載の駆動装置。
【請求項５】
　前記制御回路は、前記制御回路と外部制御手段との間における情報の通信を管理するこ
とができる通信手段を備えていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項記載の
駆動装置。
【請求項６】
　前記誘導型電気アクチュエータは電気インジェクタであり、前記制御回路は、前記電気
インジェクタを通って流れる電流を前記電気インジェクタのそれぞれに対して検出するこ
とのできる測定手段を備えていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項記載の
駆動装置。
【請求項７】
　前記電力回路は少なくとも１つのブースト装置を備え、前記スイッチング手段は、前記
電力回路内に存在している前記駆動回路に前記ブースト装置を接続する少なくとも１つの
選択的に付勢可能な第１のトランジスタを備えており、前記制御回路は、前記ブースト装
置の付勢を制御する方法で前記第１のトランジスタを制御することのできるブースト駆動
手段を備えていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項記載の駆動装置。
【請求項８】
　前記誘導型電気アクチュエータは電気インジェクタであり、前記駆動回路のそれぞれの
前記スイッチング手段は、対応した電気インジェクタ中を流れる電流を調整する選択的に
付勢可能な第２および第３のトランジスタを備えており、また、前記制御モジュールはそ
れぞれ、それが前記制御回路の第２および第３のトランジスタをそれぞれ制御する第１お
よび第２の制御信号（ｈｓ　ｃｍｄ，ｌｓ　ｃｍｄ）を供給する各制御回路に接続されて
いることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項記載の駆動装置。
【請求項９】
　前記制御回路は、ＡＳＩＣ型集積基板から構成されていることを特徴とする請求項１乃
至８のいずれか１項記載の駆動装置。
【請求項１０】
　前記メモリ手段は、少なくとも２つの記憶ブロックを有するＤＰＲＡＭモジュールを備
えていることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項記載の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、誘導性電気アクチュエータ用の駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、自動車の内燃機関に対する燃料噴射システムの電気インジェクタ、とくに、
ディーゼルエンジンに対する共通レール燃料噴射システム用の電気インジェクタを駆動す
るために有効に使用されるが、しかしそれに限定されるものではない。以下、その一般的
な技術範囲を制限せずにこれを明確に説明する。
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【０００３】
　しかしながら、本発明の駆動装置は、ガソリン、メタンまたはＬＰＧエンジンのような
別の種類のエンジンに対して、あるいは別の種類の誘導性電気アクチュエータ、たとえば
、ＡＢＳシステム等に対するソレノイドバルブ、可変タイミングシステムに対するソレノ
イドバルブ等に対して使用されてもよい。
【０００４】
　知られているように、各電気インジェクタに電流を供給するために共通レール燃料噴射
システムの電気インジェクタを駆動したとき、通常その時間プロフィールは第１のホール
ディング（ｈｏｌｄｉｎｇ）値まで急速に上昇するセクションと、第１のホールディング
値の周辺の第１の振動振幅セクションと、第２のホールディング値に低下する第１の下降
セクションと、第２のホールディング値の周辺の第２の振動振幅セクションと、およびほ
ぼゼロの値に低下する第２の急速下降セクションとを含んでいる。
【０００５】
　実際に知られているように、電気インジェクタは、噴射ジェットを通って外部と連絡し
ている空洞を規定し、一方において噴射された燃料の圧力の、他方においてばねおよびロ
ッドの対抗した軸方向の推力の下でジェットを開放および閉鎖する軸方向に移動できるピ
ンが収容されている外部本体を備えており、ロッドは、ジェットと反対側にプランジャの
軸に沿って配置され、電磁的に駆動されたメータリングバルブによって付勢される。
【０００６】
　電気インジェクタの初期開放段階の期間中、ばねの動作に対して相当の力が加えられな
ければならないだけでなく、ロッドが可能な最速の時間でその静止位置から作動位置に移
動されなければならない。これは、初期段階における電磁石励起電流がかなり高いためで
ある（第１のホールディング値）。電流プロフィールの第１のホールディング値への急速
な上昇は、付勢の開始の瞬間に関して十分なタイミングの正確さを保証するために必要で
ある。しかしながら、ロッドが最終的な位置に到達すると、電気インジェクタは依然とし
て低い電流で開放した状態のままであり、したがって電磁石励起電流プロフィールにおい
ては第２のホールディング値の周辺に下降セクションおよびホールディングセクションが
現れる。
【０００７】
　この励起電流プロフィールは以前には、電気インジェクタが一方において給電線に直接
接続され、他方において制御された電子スイッチを通って接地ラインに接続された駆動装
置を使用することにより得られていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、この駆動装置には、たとえば、電気インジェクタのケーブル導体上の絶
縁の損失と、その導体と自動車の車体との接触等によるその電気インジェクタのいずれか
の端子の１つの接地端子への短絡の結果、電気インジェクタ自身および、または駆動装置
が永久的な損傷を受け、それによって自動車両をシャットダウンさせ、これは、運転中の
とき非常に危険であるという欠点があった。
【０００９】
　この危険な欠点を克服するために、本出願人の名義による欧州特許ＥＰ　０　９２４　
５８９号明細書において駆動装置が提案されており、それにおいて、電気インジェクタは
給電線に関して浮動しており、すなわち、それらは給電線および接地ラインにそれぞれの
制御された電子スイッチを通って接続される。この方法では、電気インジェクタの端子の
１つの接地端子または電源に対する短絡回路は電気インジェクタに損傷を与えず、したが
ってこの単一の電気インジェクタをサービスに利用できないようにするだけで自動車をシ
ャットダウンさせずに車両は電気インジェクタを１つ欠いた状態で動作を続けることがで
きる。
【００１０】
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　上述した欧州特許明細書に記載されている駆動装置においては、電気インジェクタの初
期開放段階で電流の急速な上昇を生じさせるために必要な高い電圧は、自動車両の電池に
より供給された電圧を上昇させることが可能であり、本質的にＤＣ－ＤＣコンバータから
構成されているブースト回路によって生成される。
【００１１】
　エンジンの、とくに、共通レール燃料噴射システムを備えたディーゼルエンジンの性能
を改善してそこからの排気物を減少させるために追求される方法の１つは、たとえば、１
８００バールの値に燃料噴射圧力を増加させることであることもまた知られている。
【００１２】
　圧力のこの増加の最も直接的な結果として、燃料の圧力を相殺して電気インジェクタを
閉鎖された状態に維持するためにばねによって与えられる力が増加する。その結果、ばね
の作用を克服するためにもっと大きい力を電気インジェクタのロッドに加えることが必要
になるであろう。電流レベルを変化させることを必要とせずに電磁石によって与えられる
力を増加させるために、電磁石の巻回数およびしたがってインダクタンスが増加される必
要がある。
【００１３】
　この結果、電流が急速に上昇する電気インジェクタの初期制御段階の期間中にブースト
回路によって供給されなければならないエネルギＥ＝（１／２）・Ｌ・Ｉ2 （およびした
がって電力）が増加する。
【００１４】
　しかしながら、電気インジェクタに供給されることのできる電力にしたがってＤＣ－Ｄ
Ｃコンバータのディメンションが定められ、とくに、ＤＣ－ＤＣコンバータのディメンシ
ョンが電力の関数として増加すると仮定すると、このＤＣ－ＤＣコンバータの出力から得
ることが所望される燃料噴射圧力を上昇させるには、現在使用されているものより著しく
大きいディメンションのＤＣ－ＤＣコンバータを使用する必要があり、その結果ＤＣ－Ｄ
Ｃコンバータにより占有される面積、駆動装置の全体的な容積、およびその関連する費用
が増加する。
【００１５】
　ＤＣ－ＤＣコンバータおよび、したがって、電気インジェクタ用の駆動装置の全体的な
容積に関する問題を克服するために、近年、単一のキャパシタから構成されている電圧ブ
ースト回路が開発され、この回路は、非作動状態にあるすなわち燃料噴射動作に関与しな
い１以上の電気インジェクタを使用してそのキャパシタを再充電することができる。
【００１６】
　とくに、電圧ブースト回路のキャパシタを再充電することが決定された瞬間に、まず第
１にその瞬間に燃料噴射動作に関与していない電気インジェクタが識別され、その後電気
エネルギがその電気インジェクタ中に蓄積され、最後にその蓄積された電気エネルギがこ
の電気インジェクタから電圧ブースト回路のキャパシタに移送される。
【００１７】
　燃料噴射動作に関与しない電気インジェクタの１つに電気エネルギを蓄積し、その蓄積
された電気エネルギを電圧ブースト回路のキャパシタに移送することは、図１の例に示さ
れている駆動装置を使用することにより行われ、この装置は符号10により全体的に示され
た電力回路を備え、この電力回路は、各インジェクタ12に対して１つずつである複数の駆
動回路11と、および各駆動回路11の動作を制御することのできる制御回路（示されていな
い）とを含んでいる。
【００１８】
　簡明にするために、図１には、エンジンの同じシリンダバンク（示されていない）に属
する２つの電気インジェクタにそれぞれ関連した２つの駆動回路11が示されており、また
、この図面では、各インジェクタは直列に接続された１つの抵抗および１つのインダクタ
から構成されたその対応した等価回路と共に示されている。各駆動回路11は、公称値が典
型的に１２Ｖである電圧ＶＢＡＴＴを供給する自動車両の電池23の正極および負極に接続
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された第１および第２の入力端子13、14と、全ての駆動回路11に共通であるブースト回路
8 の第１および第２の出力端子に接続された第３および第４の入力端子15、16を備えてお
り、ブースト回路8 はそれらの間に電池電圧ＶＢＡＴＴより大きい、たとえば５０Ｖ等の
ブーストされた電圧ＶＢＯＯＳＴ　を供給し、さらに各駆動回路11は第１および第２の出
力端子19、20を備えており、それらの間には関連した電気インジェクタ12が接続されてい
る。
【００１９】
　関連した駆動回路11の第１の出力端子19に接続された各電気インジェクタ12の端子は典
型的に“高い方”または“ホット”側の端子として知られており、一方関連した駆動回路
11の第２の出力端子20に接続された各電気インジェクタ12の端子は典型的に“低い方”ま
たは“コールド”側の端子として知られている。
【００２０】
　その簡単な実施形態において、ブースト回路8 は、このブースト回路8 の第１および第
２の出力端子の間に接続された単一の“ブースト”キャパシタ21から構成されており、こ
のキャパシタ21を横切る電圧がたとえば５０Ｖの予め定められた高い方の値より大きいと
きに第１の論理レベルをたとえばハイとみなし、キャパシタ21を横切る電圧がたとえば４
９Ｖの予め定められた低い方の値より小さいときに第２の論理レベルをたとえばローとみ
なす論理信号を出力するヒステリシス22を有する比較段がこのキャパシタを横切って接続
されている。
【００２１】
　各駆動回路11はさらに、第２の入力端子14および第４の入力端子16に接続された接地ラ
イン24と、給電ライン25とを備え、この給電ライン25は、一方において陽極が第１の入力
端子13に接続されると共に陰極が給電ライン25に接続された第１のダイオード26を通って
第１の入力端子13に接続されており、他方において第１のＭＯＳトランジスタ27を通って
第３の入力端子15に接続されており、この第１のＭＯＳトランジスタ27は第１の制御信号
を制御回路（示されていない）から受取ることのできるゲート端子と、第３の入力端子15
に接続されたウェル端子と、給電ライン25に接続されたソース端子とを有している。
【００２２】
　各駆動回路11はさらに、制御回路（示されていない）によって供給される第２の制御信
号を受取るゲート端子と、給電ライン25に接続されたウェル端子と、第１の出力端子19に
接続されたソース端子とを有する第２のＭＯＳトランジスタ28と、制御回路（示されてい
ない）によって供給される第３の制御信号を受取るゲート端子と、第２の出力端子20に接
続されたウェル端子と、感知抵抗を流れる電流に比例した出力電圧ＶＳ　を発生する演算
増幅器32がその両端に接続されている感知抵抗31から構成された感知段を通って接地ライ
ン24に接続されているソース端子とを有する第３のトランジスタ29とを備えている。
【００２３】
　各駆動回路11はさらに、接地ライン24に接続された陽極および第１の出力端子19に接続
された陰極を有する第２の“フリーホイーリング（free-wheeling ）”ダイオード33と、
および第２の出力端子20に接続された陽極および第３の入力端子15に接続された陰極を有
する第３の“ブースト”ダイオード34とを備えている。
【００２４】
　各駆動回路11の動作は、電気インジェクタ12中を流れる電流の異なったプロフィールに
よって特徴付けられる３つの主要な異なった段階に細分されることができ、その第１の段
階は、電気インジェクタ12を開放することのできるホールディング値まで電流が急速に上
昇する急速変化または“ブースト”段階であり、第２の段階は、先行する段階で達した値
の周辺において電流が鋸歯状プロフィールにより振動するホールディング段階であり、第
３の段階は、電流が先行する段階において想定された値からゼロであってもよい最終的な
値に電流が急速に低下する急速放電段階である。
【００２５】
　とくに、急速変化段階において、制御回路はトランジスタ27、28および29を閉路させ、
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それによってブーストされた電圧ＶＢＯＯＳＴ　が電気インジェクタ12を横切って供給さ
れる。この方法においては、電流は、キャパシタ21、トランジスタ27、トランジスタ28、
電気インジェクタ12、トランジスタ29および感知抵抗31を含むネットワーク中を流れて、
時間にわたって実質的に線形的にＶＢＯＯＳＴ　／Ｌに等しい勾配で上昇する（ここで、
Ｌは電気インジェクタ12の等価直列インダクタンスである）。ＶＢＯＯＳＴ　はＶＢＡＴ
Ｔよりはるかに高いために、その電流はＶＢＡＴＴによって達成可能であるよりもはるか
に急速に上昇する。
【００２６】
　ホールディング段階において、トランジスタ29は閉路さられ、トランジスタ27は開路さ
れ、トランジスタ28は閉路と開路を繰返され、このようにして電池電圧ＶＢＡＴＴ（トラ
ンジスタ28が閉じられたとき）とゼロ電圧（トランジスタ28が開かれたとき）とが電気イ
ンジェクタ12を横切って交互に供給される。第１の場合（トランジスタ28が閉じられたと
き）には、電流は、電池23、ダイオード26、トランジスタ28、電気インジェクタ12、トラ
ンジスタ29および感知抵抗31を含むネットワーク中を流れて、時間にわたって指数関数的
に上昇し、一方第２の場合（トランジスタ28が開かれたとき）には、電流は、電気インジ
ェクタ12、トランジスタ29、感知抵抗31およびフリーホイーリングダイオード33を含むネ
ットワーク中を流れて、時間にわたって指数関数的に低下する。
【００２７】
　最後に、急速放電段階において、制御回路はトランジスタ27、28および29を開路させ、
一方電流は電気インジェクタ12を通過し、ブーストされた電圧－ＶＢＯＯＳＴ　が電気イ
ンジェクタ12を横切って供給される。この方法では、電流は、キャパシタンス21、ブース
トダイオード34、電気インジェクタ12およびフリーホイーリングダイオード33を含むネッ
トワーク中を流れ、時間にわたって実質的に線形に－ＶＢＯＯＳＴ　／Ｌに等しい勾配を
有して下降する。ＶＢＯＯＳＴ　はＶＢＡＴＴよりはるかに高いので、その電流はＶＢＡ
ＴＴにより達成可能であるよりもはるかに急速に下降する。この段階において、電気イン
ジェクタ12中に蓄積された電気エネルギ（Ｅ＝［１／２］・Ｌ・Ｉ2 に等しい）は、急速
放電段階中に駆動回路11によって供給されたエネルギの一部分の回復を可能にするように
キャパシタ21に移送され、それによってシステムの効率を増加させる。計算に基づいて、
この段階に関連したエネルギ回復率は、せいぜいほぼ２５％である（電気インジェクタの
タイプ、使用される材料およびロッドを動かすために電磁石によって行われる機械的動作
に応じて）ことが認められている。
【００２８】
　上述したトランジスタ27、28および29に対する制御信号は、制御装置と一体のメモリ中
に記憶されている動作パラメータに基づいて制御回路によって発生される。
【００２９】
　これらの動作パラメータは通常エンジン動作状態の変化と一致して更新され、また、動
作パラメータが更新されている期間中に、すなわち、動作パラメータのいくつかだけが更
新されたときに制御信号が発生されることが生じる可能性がある。
【００３０】
　この状況において、上述された制御信号は、均質ではない、すなわち、エンジン動作状
態の単一のセットに関連しない動作パラメータに基づいて発生され、その結果電気アクチ
ュエータが現在のエンジン動作状態に不適切な方式で作動される。
【００３１】
　したがって、本発明の目的は、上述された欠点を克服する誘導性電気インジェクタ用駆
動装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　本発明は、電気アクチュエータを通って流れる電流を調整するために選択的に制御され
るスイッチング手段をそれぞれ含んでいる電気アクチュエータ用の駆動回路を具備してい
る電力回路と、前記電力回路の各駆動回路の動作を駆動することができる制御回路とを備
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えている誘導型電気アクチュエータ用の駆動装置を提供し、この駆動装置の制御回路は、
それぞれが１つの関連した駆動回路の前記スイッチング手段を制御する一連の制御モジュ
ールを備えており、また、それぞれが前記駆動回路に対する同じ動作パラメータを記憶す
る少なくとも２つの記憶領域を有するメモリ手段と、動作パラメータに対する読出し手段
と、前記記憶領域の一方への書込み手段のアクセスを規定すると同時に前記記憶領域の他
方への前記読出し手段のアクセスを規定して前記記憶領域への前記書込み手段と前記読出
し手段のアクセス権をスワップするために前記読出し手段および前記書込み手段と動作パ
ラメータに対して協同するポインタ手段とを具備していることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の非制限的な実施形態を示す添付図面を参照とすることにより本発明を説
明する。　
　図２を参照すると、符号41は誘導性電気アクチュエータに対する全体的な駆動装置を示
しており、それは本質的に、電気アクチュエータに電流を供給することのできる電力回路
42と、この電力回路42を駆動して、一方において電流が時間にわたって予め定められたプ
ロフィールをたどリ、他方において蓄積されたエネルギが電気インジェクタから電圧ブー
スト回路のキャパシタに移動される（上述したエネルギ移動基準にしたがって）方法で各
電気アクチュエータを流れる電流を調整することのできる制御回路43とを備えている。
【００３４】
　すでに述べたように、本発明は、自動車両の内燃機関に対する燃料噴射システムの電気
インジェクタ、とくに、ディーゼルエンジンに対する共通レール燃料噴射システム用の電
気インジェクタを駆動するために有効に使用されるが、しかしそれに限定されるものでは
ない。以下、その一般的な技術範囲を限定的ではなくこれを明確に説明する。
【００３５】
　図２の例において概略的に示されている電力回路42は、４つの電気インジェクタ12内の
電流を制御することが可能であり、図１に示されている２つの電気インジェクタを制御す
る電力回路10と全体的に同様の回路からそれぞれ構成された２つの電力ブロック42a 、42
b を備えている。したがって、この明細書において、電力回路10（図１）に類似した任意
の一般的な素子に対しては同じ参照符号を割当て、詳細には説明しない。
【００３６】
　しかしながら、制御回路43は、そのアーキテクチャまたは回路構造が図２に概略的に示
されているＡＳＩＣ型の集積基板（ＡＳＩＣ＝特定用途向け集積回路）の形態をとること
が好ましい。この図２は、電力回路42の４つの駆動回路11を駆動することのできる制御回
路43の一例を示している。以下の説明はこれをとくに参照とするが、これはその一般的な
技術範囲を制限するものではない。
【００３７】
　制御回路43は本質的に、各電気インジェクタに対して１つ（すなわち各駆動回路に対し
て１つ）ずつである４つの制御ブロック44（その１つだけが破線で示されている）と、同
期ブロック45と、ブースト駆動ブロック46と、電流測定ブロック47と、および制御基板ま
たは回路43を１以上の外部制御装置、とくに、外部マイクロ制御装置80とインターフェー
スすることのできる通信ブロック48とを備えている。
【００３８】
　制御回路43を構成する上述の種々の電気ブロック44、45、46、47および48は、制御バス
49によって相互接続されており、この制御バス49は、ブロック自身の間で制御信号を交換
するだけでなく、それらブロックと外部制御装置、とくに、外部マイクロ制御装置80との
間でも制御信号を交換する手段である。
【００３９】
　図２を参照すると、測定ブロック47は、制御回路11の対応した感知段により供給された
電圧ＶS を各電気インジェクタ12に対して検出し、アナログ電圧信号ＶS をデジタル電圧
信号ＶSENSE に変換して対応した感知抵抗31を流れる電流を示し、最後に、後者を各制御
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ブロック44に供給する機能を有し、一方通信ブロック48は、制御回路43に含まれている種
々のブロックと外部マイクロ制御装置80との間における制御情報、データまたは信号の通
信を管理する。
【００４０】
　この場合、通信ブロック48は１６ビットの通信インターフェース（ＳＰＩインターフェ
ース）から構成されており、この通信インターフェースは、好ましくは同期的な通信を行
うことができ、外部マイクロ制御装置80または内部ブロックにより行われるデータ読出し
／書込み動作に関する通信リクエストを管理することのできる第１の制御モジュール（示
されていない）と、種々の読出し／書込み動作における制御回路43の種々のブロックへの
種々のメモリおよび、または内部レジスタ中のデータのアドレス指定を管理することので
きる通信プロトコルを実施する機能を有する第２の制御モジュール（示されていない）と
を含んでいる。
【００４１】
　しかしながら、ブースト駆動ブロック46は、関連したブースト装置の付勢を制御する駆
動装置41の各第１のＭＯＳトランジスタ27を制御する機能を有している。この場合、図２
に示されるようにブースト駆動ブロック46は２つの駆動回路11にそれぞれ接続された１対
のブースト装置を管理することが可能であり、その入力側が情報の一連の項目を受取るた
めに制御バス49に接続され、これらの項目に基づいてブースト装置の第１のＭＯＳトラン
ジスタ27の制御信号を発生する。
【００４２】
　同期ブロック45は制御バス49に接続されており、制御ブロック44の動作状態に関係する
情報を符号化した状態信号ＳＦＬＡＧをこの制御バス49から受取り、制御ブロック44によ
って各駆動回路11に発生された駆動アクションを同調させることのできる同期信号ＳSINC

をその制御バス49に出力する。
【００４３】
　制御ブロック44は、各駆動回路11の動作を駆動することができ、それらは対応した電気
インジェクタ12の瞬間的な動作状態をチェックする。
【００４４】
　詳細に述べると、各制御ブロック44は、各駆動回路11の感知抵抗31を流れる電流の値を
示す入力信号ＳSENSE と、第２のＭＯＳトランジスタ28（駆動回路11の“高い方”に存在
する制御されたスイッチ28）の動作状態に関する情報の一連の項目を含んでいるフィード
バック信号ｈｓ　ｆｂｋと、および第３のＭＯＳトランジスタ29（駆動回路11の“低い方
”に存在する制御されたスイッチ29）の動作状態に関する情報の一連の項目を含んでいる
フィードバック信号ｌｓ　ｆｂｋとを受取ることができる。
【００４５】
　すでに述べたように、各制御ブロック44はさらに制御バス49に接続されており、制御ブ
ロック44自身が、電気インジェクタ12を駆動するために予め定められた共通ストラテジに
したがって、駆動回路11に発生されることとなるコマンドを別の制御ブロック44により発
生されたコマンドと同期させることができるようにすることのできる情報の一連の項目を
符号化した信号ＳSINCをこの制御バス49から受取る。
【００４６】
　各制御ブロック44はさらに、制御信号ｈｓ　ｃｍｄを第２のＭＯＳトランジスタ28に出
力し、制御信号ｌｓ　ｃｍｄを第３のＭＯＳトランジスタ29に出力することが可能であり
、この制御ブロック44の動作状態に関する情報の一連の項目を含んでいる状態信号ＳFLAG

は各制御バス49を通って同期ブロック45に送信されることができる。この場合、制御ブロ
ック44はいくつかの内部レジスタ（示されていない）中に記憶されている複数の制御フラ
ッグを状態信号ＳＦＬＡＧで符号化する。
【００４７】
　図２においてさらに明瞭に示されているように、各制御ブロック44は１対の制御段を含
んでおり、以降44a で示されるその第１のものは、対応した制御回路11に直接接続された



(9) JP 4414324 B2 2010.2.10

10

20

30

40

50

アナログ回路の形態をとり、以降44b で示される第２の制御段は、一方において制御バス
49に接続され、他方において第１の制御段44a に接続され、これに対して、第２のＭＯＳ
トランジスタ28から制御信号ｈｓ　ｃｍｄを供給すると共に第３のＭＯＳトランジスタ29
から制御信号ｌｓ　ｃｍｄを供給する。
【００４８】
　とくに、第１の制御段44a は、第２および第３のＭＯＳトランジスタ28および29に制御
信号ｈｓ　ｃｍｄおよびｌｓ　ｃｍｄの関数として発生された分極電圧を供給するために
それらトランジスタの端子に接続された一連の出力ピンまたは端子を備えている。省略名
ＤＨＳ、ＧＨＳおよびＳＨＳで示されている第１、第２および第３のピンはそれぞれ第２
のＭＯＳトランジスタ28のウェル、ゲートおよびソース端子に接続され、一方省略名ＤＬ
Ｓ、ＧＬＳで示されている第４および第５のピンはそれぞれ第２のＭＯＳトランジスタ29
のウェルおよびゲート端子に接続されている。
【００４９】
　第１の制御段44a はさらに、“高い方”を監視する回路と、および“低い方”を監視す
る回路（示されていない）とを備え、これら回路は、第２および第３のＭＯＳトランジス
タ28および29の動作に関する情報を符号化した各フィードバック信号ｈｓ　ｃｍｄおよび
ｌｓ　ｃｍｄを第２の制御段44b に入力することができる。
【００５０】
　しかしながら、第２の制御段44b は、第１の制御段44a からフィードバック信号ｈｓ　
ｆｂｋおよびｌｓ　ｆｂｋを入力として受取ると共に同期信号ＳＳＩＮＣを受取り、状態
信号ＳＦＬＡＧおよび制御信号ｈｓ　ｃｍｄおよびｌｓ　ｃｍｄを出力することができる
。
【００５１】
　第２の制御段44b はさらに、割込みリクエスト信号をフィードバック信号ｈｓ　ｆｂｋ
およびｌｓ　ｆｂｋの関数として外部マイクロ制御装置80に供給すると共に、外部マイク
ロ制御装置80から送信されたリクエストにより発生された一連のデータを符号化した信号
と、およびアナログ回路47a の比較装置において電流量子化に対するしきい値レベルを設
定する信号ＳＤＡＣ　とを供給することができることに注意すべきである。
【００５２】
　図３は、本質的に診断ブロック60と、第１のカウンタブロック61と、内部マイクロ制御
装置62と、および主メモリ63とを含んでいる第２の制御段44b の回路アーキテクチャの一
例を示している。
【００５３】
　診断ブロック60は、エラー状態を検出し、その後そのエラー状態の関数として割込みリ
クエスト信号を内部マイクロ制御装置62および、または外部マイクロ制御装置80に対して
発生するように、出力制御信号ｈｓ　ｃｍｄおよびｌｓ　ｃｍｄと入力フィードバック信
号ｈｓ　ｆｂｋおよびｌｓ　ｆｂｋとを瞬間的に比較することができる。
【００５４】
　主メモリ63は、内部マイクロ制御装置62中で実行されるべき種々の命令を含んでいるプ
ログラムコードを記憶することが可能であり、また、内部マイクロ制御装置62に出力され
る命令に関するアドレスを記憶している第１のカウンタブロック61と協同するＲＡＭメモ
リブロック（２５６×１６）から構成されている。
【００５５】
　図３を参照すると、第２の制御段44ｂはさらに、電気インジェクタ12の動作を特徴付け
る同じ動作パラメータが記憶されている２つの記憶領域を有する補助メモリ64と、および
内部マイクロ制御装置62および外部マイクロ制御装置80と協同して一方の記憶領域への内
部マイクロ制御装置62のアクセスを規定すると同時に他方の記憶領域への外部マイクロ制
御装置80のアクセスを規定する一連のポインタレジスタ71とを備えている。
【００５６】
　このポインタレジスタ71はさらに、内部マイクロ制御装置62と外部マイクロ制御装置80
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との間で２つの記憶領域へのアクセス権をスワップ、すなわち交換するように内部マイク
ロ制御装置62および外部マイクロ制御装置80と協同することができる。
【００５７】
　換言すると、補助メモリ64の読出し／書込みアクセス動作は、内部マイクロ制御装置62
が電気インジェクタ12の進行中の制御動作において使用される動作パラメータを読出すた
めに２つの記憶領域の一方にアクセスしたとき、進行中の動作に続いて電気インジェクタ
12の制御動作において内部マイクロ制御装置62により使用されることが必要となる可能性
のある動作パラメータに関して書込み動作（再プログラミングまたは更新）を行うために
外部マイクロ制御装置80が他方の記憶領域だけにアクセスできるように構成される。明ら
かにポインタレジスタ71はアクセス可能な記憶領域を外部マイクロ制御装置80にアドレス
し、これと交互にアクセス可能な記憶領域を内部マイクロ制御装置62にアドレスする。
【００５８】
　図４および５は、２つの連続した動作段階における２つの記憶領域の中の補助メモリ64
の下位区分および組織を概略的に示しており、第１の動作段階（図４）においてポインタ
レジスタ71は第１の記憶領域64ａ（グレーで強調されている）を外部マイクロ制御装置80
にアドレスし、第２の記憶領域64b に内部マイクロ制御装置62をアドレスする。
【００５９】
　したがって、この場合、第１の記憶領域64ａは、動作パラメータの重ね書きまたは再プ
ログラムを行う外部マイクロ制御装置80に対して書込みのみアクセス可能であり、一方第
２の記憶領域64b （強調されていない）は、補助記憶領域の中に記憶されている動作パラ
メータにアクセスしてこの動作パラメータの関数として制御信号ｈｓ　ｃｍｄおよびｌｓ
　ｃｍｄを発生する内部マイクロ制御装置62に対して読出しのみアクセス可能である。
【００６０】
　第１の動作段階から第２の動作段階への転移は、電気インジェクタ12の新しい付勢作用
の開始を示す信号ＳSTART を制御ブロック44が受取ったとき、および外部マイクロ制御装
置80が第１の記憶領域64a における制御動作パラメータの更新を完了したときに発生され
る。
【００６１】
　図５を参照すると、第２の動作段階において、第１および第２の記憶領域64a および64
b へのアクセス権がスワップされ、その後第１の記憶領域64a （強調されていない）は、
前に修正された動作パラメータを使用して新しく進行している動作を制御する内部マイク
ロ制御装置62に対して排他的にアクセス可能になり、一方第２の記憶領域64b はそこに含
まれている動作パラメータの再プログラムを行う外部マイクロ制御装置80に対して排他的
にアクセス可能になる。
【００６２】
　上記の説明に基づいて、補助メモリ64の２つの記憶領域へのアクセス権の上述されたス
ワップにより、内部マイクロ制御装置62と外部マイクロ制御装置80との間のデータの書込
み／読出し競合状態が除去されると共に、外部マイクロ制御装置80が後続的な付勢制御動
作に対する“新しい”動作パラメータをプログラムすることができ、その一方で“古い”
動作パラメータが変更されずに安定し、進行中の付勢制御動作中に内部マイクロ制御装置
62が利用できる状態のまま残っている二重バッファ構造を構成することが可能になること
に注意すべきである。
【００６３】
　明らかに、この段階において、第１および第２の記憶領域に関連したアドレスは各ポイ
ンタレジスタ71中に一時的に記憶され、第１のポインタレジスタ（示されていない）は、
交互に読出し専用として割当てられた２つの記憶領域の１つのアドレスを内部マイクロ制
御装置62に供給することができ、一方第２のレジスタは、割当てられた他方の書込み記憶
領域のアドレスを外部マイクロ制御装置80に供給することができる。
【００６４】
　補助メモリ64は、それぞれが１６ワードを記憶することが可能であり、５本のアドレス
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ラインから構成されたアドレスバスに接続された２つの記憶ブロックを含む（３２×１６
）ＤＰＲＡＭ（二重ポートＲＡＭ）モジュールから構成されていることが好ましく、これ
らアドレスラインにおいては、４ビットがワードをアドレスするために使用され、５ビッ
トが内部マイクロ制御装置62および外部マイクロ制御装置80によるその２つの記憶ブロッ
クへのアクセスを規定するために使用される。
【００６５】
　図３を参照すると、第２の制御段44b はさらに、補助メモリ64におけるデータ書込み／
読出し中に使用される一連の第１のレジスタ70と、第１のレジスタ70中に記憶されるべき
データを選択することのできるマルチプレクサブロック（示されていない）と、および測
定ブロック47の電流量子化しきい値を記憶する８ビットであることが好ましい第２のレジ
スタ（示されていない）とを含んでいる。
【００６６】
　第２の制御段44b はさらに、主メモリ63中での符号化された命令の管理中に、たとえば
条件付または直接ジャンプ命令の実行中等に補助記憶素子として使用される補助レジスタ
72を含んでいる。
【００６７】
　内部マイクロ制御装置62は、主メモリ63から命令を受取って、制御信号ｈｓ　ｃｍｄお
よびｌｓ　ｃｍｄを発生する方法でそれらを復号して実行する機能を有している。とくに
、図３を参照すると、内部マイクロ制御装置62は、電気インジェクタ12に対する付勢開始
コマンド信号ＳＳＴＡＲＴ　、フィードバック信号ｈｓ　ｆｂｋおよびｌｓ　ｆｂｋを入
力として受取り、制御信号ｈｓ　ｃｍｄおよびｌｓ　ｃｍｄを出力し、それら制御信号を
交換するために制御バス49に接続されている。
【００６８】
　駆動装置41の動作は上記の説明から容易に推測されることができるため、とくに説明す
る必要はない。
【００６９】
　電気インジェクタ用の駆動装置41は、補助メモリ64の２つの記憶領域中に含まれている
動作パラメータへの外部および内部マイクロ制御装置によるアクセス権の切替えが、電気
インジェクタに供給されるコマンドが正確に発生されることを確実にし、そのコマンドは
均質である、すなわち、電気アクチュエータ自身の真の動作状態にしたがって更新された
動作パラメータのセットに基づいているために、非常に有効である。
【００７０】
　最後に、本発明の技術的範囲を逸脱することなく、ここに記載されている駆動装置に対
して種々の修正および変更が可能であることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】従来技術による誘導型電気アクチュエータ用駆動装置の電力回路の概略図。
【図２】本発明により規定される誘導型電気アクチュエータ用の駆動装置のブロック図。
【図３】図２に示されている電気インジェクタ制御ブロックに含まれている制御段の回路
アーキテクチャを示す概略図。
【図４】駆動装置のメモリ内に存在するデータへのアクセスが２つの連続した動作状態で
どのようにして行われるかを示す概略図。
【図５】駆動装置のメモリ内に存在するデータへのアクセスが２つの連続した動作状態で
どのようにして行われるかを示す概略図。



(12) JP 4414324 B2 2010.2.10

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(13) JP 4414324 B2 2010.2.10

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  アルベルト・マンツォーネ
            イタリア国、１２０５１　アルバ、ストラーダ・カウダ　１３
(72)発明者  パオロ・サンテロ
            イタリア国、１００４３　オルバッサノ、ストラーダ・トリノ　５０、シー・アール・エフ・ソチ
            エタ・コンソルティーレ・ペル・アツィオニ気付
(72)発明者  リッカルド・グロッポ
            イタリア国、１００６０　ロレット、ビア・コスタ　８３

    審査官  三島木　英宏

(56)参考文献  特開２００２－３０３１８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２９３８４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０８２１８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第９３／００８０２７（ＷＯ，Ａ１）　　
              欧州特許出願公開第００９２４５８９（ＥＰ，Ａ１）　　
              欧州特許出願公開第００９４３９０９（ＥＰ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００２／００８９８８３（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許第０６７１２０４８（ＵＳ，Ｂ１）　　
              西独国特許出願公開第０３５１５０４０（ＤＥ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０５Ｆ　　　１／５６　　　　
              Ｆ０２Ｄ　　４１／２０　　　　
              Ｆ０２Ｍ　　４７／００　　　　
              Ｆ０２Ｍ　　５１／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

